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バイオものづくりとは

• バイオものづくりとは、遺伝子技術を活用して微生物や動植物等の細胞によって物質を生産することであり、化学
素材、燃料、医薬品、動物繊維、食品等、様々な産業分野で利用される技術。

• 具体的には、微生物や植物等の生物の代謝機能により有用物質を産生させる技術、あるいは動物の細胞等を用いて、
細胞自体を増殖・高密度化させて有用物質の基礎を形成する技術であり、その際、細胞等に存在する遺伝子やゲノ
ムを編集あるいは組み換えることで、有価物を作らせたり、生産性を向上させることも可能となるものである。

■高機能素材：クモの糸と同じタン
パク質を、植物由来の原料を用いて
微生物が産出
←Spiberがゴールドウインと共同開発し
た「ムーンパーカ」

⇒ 高機能製品

■海洋生分解性プラスチック：
パーム油を原料に遺伝子改変微生
物が産出 ↑カネカ

⇒ 資源循環や海洋汚染への対応

■細胞性食肉：動物の細胞に直接アミノ酸やグ
ルコース等の栄養を与えて増やすことにより、比較
的少ない資源での生産が可能といわれる代替肉。
←Good Meat（シンガポール）

⇒ 食料需要への対応

■バイオ燃料：石油資源を使わない、
植物、微生物由来の燃料
↑ちとせ研究所

⇒ カーボンニュートラルの実現
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バイオものづくり革命推進事業における支援対象イメージ
令和4年度第二次補正予算額：3000億円

• 本事業では、未利用資源の収集・資源化、微生物等の改変技術、生産・分離・精製・加工技術、社会実装に必要な制

度や標準化等のバイオものづくりのバリューチェーン構築に必要となる技術開発及び実証を一貫して支援。



バイオものづくり革命推進事業第一回公募の結果概要

• 第一回公募では、国費負担総額1,454億円（事業総額2,424億円）の提案があり、審査の結果、6テーマ・297億
円（事業規模624億円）を採択（令和５年９月26日、NEDOより公表） 。

• 食品残渣や廃木材、廃食油等から高付加価値品、汎用品の生産に向けた取組を開始。

・細胞性食品(牛肉)

微生物・細胞
設計プラットフォーム

最終製品関連産業

最終製品

大量培養・発酵生産

未利用資源

香料メーカー
繊維メーカー

食品残渣 古紙パルプ、
ペーパースラッジ

・エタノール（SAF）

・アミノ酸（日用品）

・バイオプラスチック

建築廃材

・エタノール（SAF） 等

卵殻膜

アパレル・電子材
料メーカー、農家

廃食油

海外農家、
飼料製造業者等

食品メーカー
レストランチェーン

RITE 大王製紙 大興製紙 ファーマフーズ東洋紡

藤森工業

・バイオ由来香料
・高機能繊維原料

・農業用展着材
・飼料配合剤 等

・タンパク質繊維
・電子キャパシタ材料
・バイオスティミュラント

【京都府木津川市】

【東京都大田区】

【東京都千代田区】

【東京都新宿区】

【愛媛県四国中央市】

【静岡県富士市】
【大阪府大阪市北区】

【京都府京都市西京区】

【兵庫県神戸市中央区】

【東京都文京区】

【東京都文京区】

【京都府京都市中京区】

石油元売事業者
化学メーカー

石油元売事業者
化学メーカー
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バイオものづくり革命推進事業第二回公募の結果概要
• 予算額3,000億円に対して、国費負担総額2,376億円（事業総額3,995億円）の提案があり、審査の結果、8

テーマ・約1,500億円（事業規模・約2,800億円）を採択（令和６年７月22日、NEDOより公表）。

• 採択案件は、事業開始前に、適切なKPIを設定、2～3年おきにステージゲート審査を実施し、社会実装に向けて
伴走支援していく。

• 今後、第三回公募を実施し、さらに案件採択を行う予定。

①培養肉用培地
（タンパク質）
②動物性タンパク質

クラフト/古紙パルプ、
キャッサバパルプ等

下水汚泥、食品
加工残渣、農業
残渣等

①バイオプラスチック原料
②建材 / アパレル素材
③農産品
④バイオガス / 燃料
⑤農業資材 / 堆肥

製紙用チップ
（国産材）

①バイオエタノール
（SAF・バイオポリ
エチレン）
②糖化発酵残渣
肥料・飼料

規格外澱粉

食品メーカー、
バイオ利用企業

古紙

ENEOS系SS、
航空会社、化学
メーカー等

細胞性食品
（培養肉）、食
品加工メーカー

テーマ① テーマ② テーマ③ テーマ⑥テーマ④ テーマ⑦

・バイオエタノール
（ガソリン、SAF、
化学品）

機能性糖質素材

【神奈川県川崎市宮前区】

【東京都千代田区】

【東京都千代田区】

【奈良県橿原市】

【兵庫県神戸市中央区】

【東京都中央区】

【神奈川県横浜市西区】

自治体（長岡
市等）、化学
メーカー、小売、
ゼネコン 等

PF/菌体
開発※

提供
先等

/
最終
製品

大量培養
発酵生産

未利用
資源

【東京都新宿区】

・エルゴチオネイン
（希少アミノ酸）

テーマ⑧

【大阪府大阪市西区】

機能性表示食
品/サプリメント
販売企業

下水汚泥

航空会社、石油
精製元売

テーマ⑤

・バイオディーゼル原油

【東京都港区】

【茨城県石岡市】【大阪市中央区平野町】

【東京都江東区/中央区】

※PFは微生物・細胞設計プラットフォームを表す。

ーー

化学、食品メーカー
①バイオエタノール
②ポリ乳酸（プラ樹脂）
③ブタジエン（タイヤ原料）

④ヘム鉄（食品原料）
⑤1-ブタノール（塗料等）
⑥BHB（サプリメント原料）
⑦アジピン酸（繊維等）

【東京都港区】

航空会社
化学メーカー

肥料・飼料会社
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経済・社会等の変化

バイオものづくり革命推進事業におけるアウトカム目標とロジックモデル

直接コントロールできる部分

インプット

予算

【2022ｰ
2032】

3,000億円

・補助金交付先事業
者の技術を活用した
日本企業の増加

[測定指標]

・当該事業者が開発し
た技術ライセンス・設備
等の販売数
・構築可能なサプライ
チェーンの見込数

アウトプット

補助金の
交付
【測定指標】
補助金の申
請/交付件
数

アクティビティ 短期アウトカム
（事業者の成果）

・補助金交付先の
事業者による技術
の社会実装/技術
の蓄積・発展

【測定指標】

・市場投入した製品数
・代替品とのコスト比
・特許取得・知財数
等

・官民投資誘発

【測定指標】
・プロジェクト実施者に
よるプロジェクト期間中
の投資額の総和

【環境負荷低減】

・脱炭素化・資源循環の進展

・国内での未利用資源等の活用の進
展

[測定指標]
・国内の未利用資源活用量
・GHG削減量
・廃棄物の削減量

【バイオ産業の発展】

・バイオものづくり関連企業の国際競争
力獲得

【測定指標】
・バイオ由来製品の国際シェア
・バイオ部門の売上高
・バイオものづくり関連の技術力（微生物設
計等PF事業者数等） 等

・各産業でのバイオ転換の進展

[測定指標]

・各産業分野でバイオに取り組む企業の増
加数 等

・国内で一貫した生産が可能なサプライ
チェーン数

※本ロジックモデル案については、今後も検討・見直し予定

• プロジェクトおよびその中に含まれる研究開発項目の進捗・取組状況の確認
• 研究開発項目を取り巻く競争状況（国際競争力、競合他社等）変化の確認

バイオ製品開発のため
の技術開発・実証支援

②産業用微生物等の開
発・育種及び微生物等改
変プラットフォーム技術の高
度化
③微生物等による目的物
質の製造技術の開発・実
証
④微生物等によって製造し
た物質の分離・精製・加工
技術の開発・実証

未利用資源の収集・
資源化のための開発・
実証支援

①未利用資源の収集・資
源化のための開発・実証

評価手法の開発支援

⑤バイオものづくり製品の
社会実装のための評価手
法等の開発

補助金の
交付
【測定指標】
取組数

・補助金交付先の
事業者による未利
用資源の利活用に
係る技術の確立

[測定指標]
・確立した技術数
・特許出願数

・補助金交付先の
事業者によるコスト
低減に寄与する微
生物等による物質
生産技術の確立

[測定指標]
・確立した技術数
・特許出願数

・補助金交付先の
事業者が環境影響
評価の手法等を開
発する
[測定指標]
・開発した手法等の数

・未利用資源の利
活用に係る製品化
に向けた製品プロ
トタイプの作成・利
用

[測定指標]
・製品プロトタイプの
作成・利用数

・評価手法等の規

格化・国際標準化

[測定指標]
・国際標準化・規格
化数

・微生物等による
物質生産技術に係
る製品化に向けた
製品プロトタイプ
の作成・利用

[測定指標]
・製品プロトタイプの
作成・利用数

中期アウトカム
（事業者の成果）

長期アウトカム
（事業者の成果）

インパクト
（日本全体の成果）

プロジェクトの資金配分・運営方法、個別の
プロジェクトの内容の見直し・仕組みの整備 
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